
参
考
資
料

研
修
を
振
り
返
る

研
修
の
計
画
を
立
て
る

は
じ
め
に

研
修
を
実
施
す
る

36

Action 2
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実施にあたり、工夫する	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  40

記録をまとめ、活用する	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  41

指導主事へのインタビュー	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  42
幼保合同研修を行う５つのポイント
「幼保合同研修は、研修テーマの設定などが大切」　  42
研修を実践につなぐ工夫
「訪問指導で、研修と実践をつなぐ」　  43
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　時期、日程、時間を決める際には、例えば次
のような観点で考えます。

＊　＊　＊
●園や地域の行事と重ならない日程（運動会や

入園・卒園シーズンは避ける）

●幼稚園・保育所等の関係諸団体の研修と重な

らない日程

●研修内容の特性と所要時間（１日かけて行う

か、２時間程度か。短時間であれば、夕方の

開催も可能な場合がある）

●対象者の勤務日、参加可能な時間帯

＊　＊　＊
　これらは受講者や地域の実情に応じて考える
必要があるため、関係諸団体や園長会と情報交
換をしたり、相談しながら決めることが大切で
す。幼稚園教員であれば、夏休みは勤務ローテー
ションの調整が比較的行いやすいといったこと
もあるでしょう。保育士を対象にする場合は、
１８～２０時など夜間に研修を設定することも有
効でしょう。日時が決まったら早い段階で、園
や関係諸団体等に周知することが重要です。

　当然ですが、交通の便のよい場所だと集まり
やすくなります。都道府県単位の研修など、受
講者が広い地域から集まる場合、会場に行くだ
けで半日くらい要することもあります。そのよ
うなときは地域を複数のブロックに分けて研修
を実施し、受講者が参加しやすい場所で受講で
きるようにすることも一つの方法でしょう。

 

①研修方法に即した会場や部屋を選ぶ

　受講者の人数以外に、研修方法（講義形式、
グループ演習、実技演習など）によって、必要
な会場や部屋、部屋数などの条件が決まります。
講義形式からグループ演習に移行する場合、机
が移動しやすい会場だとスムーズでしょう。

②器材を使用する場合、広めの部屋を選ぶ

　ホワイトボードやプロジェクター、ビデオな
どの器材を使う場合は、予定の人数より少し
多めを想定した広さの部屋を選ぶといいでしょ
う。広すぎる場合は机の配置にゆとりをもたせ
るなど、工夫します。 

日時と会場の選定は、受講者を増やすポイントの一つです。受講者にとっては、受講可能な
日時や場所で行われることが、参加を決める条件になるからです。 

●研修を行う環境も、研修を成功させる大切な
条件です。受講者の気持ちになって、会場や部
屋を考えてみましょう。
●アンケートで、会場についての感想や意見、要
望を聞くことで、次の研修に生かすことができ
ます。（P.45 参照）

研修の環境も重要なポイント

日時を決める1 会場、部屋を決める3

場所を決める2

日時と会場を決める
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　講師を選ぶ際は、その講師の専門分野はもち
ろん、教育観を理解しておくことが大切です。
著書などがあれば、読んでおきます。
　前年度までの研修で依頼した講師のリストや
研修の後に行ったアンケート結果（P.45 参照）
を、講師の選任に役立てることも有効です。ま
た日頃から、他の自治体とのネットワークをつ
くっておき、研修担当者同士でおすすめの講師
を共有できるとよいでしょう。
　講師を選ぶとき、全国的に著名な先生に依頼
することもあるでしょう。しかし、地域に理解
があり、地域の教育のためにともに尽力できる、
また継続的に研修にかかわってもらえる人に依
頼することにも利点があります。地域の養成校
の先生などに、相談してみてはいかがでしょう
か。

　依頼する際には、次の点を明確に伝えます。
●場所、日時（講師の予定を考慮して、複数の

候補日を伝える） 

●研修の対象者（幼保〈公私〉、若手が多い

か、管理職向けか）、人数

●年間の研修計画（P.31参照）での位置づけ

●研修の目的、内容の要望

●講師への謝礼額（交通費や宿泊費も）と支払

い方法・時期

　研修内容や方法への要望などは遠慮せずに伝
え、相談します。

　講師と打ち合わせをする際には、次の点を連
絡、相談します。
●当日の流れ、時間配分、会場の設営

●講師が用意する資料等（レジュメ等の有無や

内容）と主催者が用意する資料や機材等（パ

ソコン、プロジェクターやホワイトボード） 

●研修の記録（記録を取る場合は事前に許可を

得るとともに、活用方法・掲載媒体、講師に

確認を依頼する時期や分量を伝える（P.41参

照））

●会場への行き方（交通手段や時間、会場への

入り方）

講師は、研修の目的に応じて決めることが大切です。講師に研修の目的を伝え、ともにつく
り上げていくとよいでしょう（P.10 参照）。講師の協力を得ることで、研修の成果がいっ
そう高まります。

　研修を依頼される立場として感じるのは、事前
の打ち合わせの重要性です。誰を対象として、ど
のようなねらいの研修なのかがわかると、研修の
内容や手法、演習のグループ編成を的確に決め
ることができます。それが研修の成果を左右する
と考えています。
　ですから、講師にテーマだけを伝えて任せるの
ではなく、要望をしっかり伝えて、よりよい研修
をともにつくり上げていきましょう。

事前の打ち合わせが、
研修成功のカギ！

講師を決める1 研修内容について相談する3

講師に依頼する2

講師と事前に打ち合わせをする4

講師に依頼する

講師の立場から
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研修の方法は、内容とねらいに応じて決めます。研修のねらいを達成するために、複数の方
法を組み合わせることも有効です（研修手法については、P.50 からの参考資料を参照）。

講義

必要な知識を短時間に得ることができる

ビデオカンファレンス

保育の様子等の映像を見て、参加者がそれぞれの気づきなどを発表し、協議する手法

同じ場面でも多様な見方があること、幼児理解は様々な側面から行う必要があること
などを学べる

保育観察

実際の保育を参観して協議する手法

・各園の規模、施設・設備、子どもの状況などによって保育の実践内容は異なるため、
見学する側・される側の双方に発見がある

・多様な視点から協議することで、参考になることが得られる

ロールプレイ

実際にありうる場面を想定し、参加者が与えられた役を演じることでコミュニケーショ
ンスキルなどをみがく手法

与えられた役の気持ちに寄り添いながら対応する感受性やスキルを、体験的に学べる

KJ法

複数の情報や表現をグループ化して整理する技法

・新たなアイディアを発見できる
・目指す方向を共有しながら、明確にできる

短時間に、知識を多くの人に広めたい

子どもの動きや表情にはいろいろな見方があることを知り、
幼児理解を深めてほしい／ひとつの場面についてじっくり話し合ってほしい

実際の保育を観察しながら、子どもの見方を増やしてほしい

役や立場を演じて、相手への理解を深めてほしい

多くの人の意見を反映したい／発言が少ない人の意見を引き出したい

手法

メリット

手法

説明

メリット

手法

説明

メリット

手法

説明

メリット

手法

説明

メリット

ねらい

ねらい

ねらい

ねらい

ねらい

実際の進め方は、P.50参照

実際の進め方は、P.52参照

実際の進め方は、P.54参照

研修の方法を決める



参
考
資
料

研
修
を
振
り
返
る

研
修
の
計
画
を
立
て
る

は
じ
め
に

研
修
を
実
施
す
る

40

　研修会場は、受講者の気持ちになって、設営
などの準備を進めます。
　設営後は、後方の席からもホワイトボードや
スクリーンが見えるか、音声が聞こえるかを確
認しましょう。特に音声やパソコンなどの設定
をしっかり確認し、研修の際に慌てないように
します。

●研修の目的、ゴール（受講後にどういう状態

になっていることを目指すのか） 

●研修の内容、時間配分 

●講師やファシリテーターの紹介 

●自己の受講の目的、研修に期待すること

●研修テーマについての課題意識

●リラックスできるしかけや環境を用意する（研

修の始まりに自己紹介やゲームを行うなど）

●受講者同士の話し合いの場をつくる

●議論が活発化するように工夫する（ブレーン

ストーミング、KJ 法など） 

→ファシリテーションについては、P.56 を参照

●研修の内容を実践にどう生かすか、みんなで

アイディアを出しあう

●自分が、または園として、明日から取り入れ

られそうなことを考える時間をつくる

●最後に、「明日から何ができそうか」を受講

者が表明する時間を設ける（記入式も可）

　受講者が少なければ、一人ひとり発表しても
よいですし、ホワイトボードに書いたり、大
きめの付せん紙に書いて模造紙などに貼り出し
て、全員で読みあう時間をとってもよいでしょ
う。書いたり、貼り出した内容をデジタルカメ
ラで記録すれば、研修の振り返りに活用するこ
ともできます。

研修の進め方によって、成果は大きく異なります。受講者が主体的に参加できて、明日から
の実践につながるように工夫することが大切です。

受講者に伝えること

受講者に発表してもらうこと（受講者が少ない場合）

進行上の工夫

取り組みの例

　受講者に、研修を受けるにあたっての課題意
識等を事前に書いてきてもらうことで、研修受講
の期待と意欲を高めることも有効です。

　研修への参加依頼や研修内容、会場等を、上
司である園長などの管理職に報告し、研修に理
解、協力を得られるようにすることも研修を成功
させるポイントです。

受講者へ事前準備を促す

受講者が在籍する園の
園長等に周知する

研修前も大切

会場の設営をする1

最初に目的とゴールを伝えて、
見通しと期待をもてるようにする

2

研修の成果を実践につなげる4

受講者が
主体的に受講できるようにする

3

実施にあたり、工夫する
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　記録の活用目的や原稿等の確認を依頼する時
期、掲載する媒体などについて、事前に講師の
了解を得ておきます。特に録音する場合は、以
後の活用について、講師に伝えておきます。

　受講者が記録担当者になることで、受講の意
欲がより高まるとともに、わかりやすく記録す
る訓練にもなります。また複数の人を選任する
と、互いに連絡しあうことで、よりよい記録に
なるでしょう。
　記録担当者に、記録のまとめ方（例：話のポ
イントを箇条書き）、分量の目安（例：A4 で
２～３枚）を事前に伝えたり、見本を見せると、
担当者がより記録しやすくなります。記録の質
を保つこともできます。

　記録した内容が講師の意図とずれていない
か、伝わりやすい表現になっているかなどを、
講師・研修担当者が確認する機会をつくります。
　講師に了解を得たあとの記録は冊子にして配
布したり、ホームページで公開します。
　受講者の振り返りができると同時に、当日受
講できなかった人にも研修の内容や成果を周知
し、活用してもらうことができるでしょう。

研修の内容を広く活用できる状態にするために、また、次の研修の計画に生かせるように、
研修の記録をまとめておきます。

　１年間の法定研修が修了した際に、「研修成果報告
書」の提出を求めている自治体もあります。これは、
園長等が受講者と一緒に作成します。受講者が研修の
成果を振り返るとともに、今後の課題を明確にできる
というメリットがあります。自治体の研修担当者にとっ
ても、意図する研修が達成できたかを評価する指標と
して活用できるでしょう。

ある県が作成している「研修成果報告書」　

自治体の取り組み紹介 受講者にとっての「記録」

研修前に講師と相談する	1 講師に内容を確認したあと、
配布、公開する

3

「記録担当者」を選任し、
記録を依頼する

2

記録をまとめ、活用する
〜特に講義形式の研修〜

受講者と園長等が、
研修の成果報告書を作成

研修成果、今後の研修課題、伸長等の状況
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　幼稚園と保育所の機能が接近しつつある現在、
幼保合同研修の必要性が高まってきています。こ
こではベネッセ次世代育成研究所が平成２１年度

　保育者が目指すことは、子どものよりよい育ち
のための援助でしょう。「特別支援教育」や「小
学校との連携・接続」など、幼稚園教員と保育士
に共通する課題や、ともに考えやすいテーマで研

　勤務体系が異なる幼稚園教員と保育士がともに
参加しやすいように、夜間の講座（１８～２０時）
を設けたり、土曜日開催の研修を実施するなど、
現場のニーズを研修に反映することが大切です。

　関係諸団体に研修の説明をして参加を要請する
ことで、合同研修への理解を深められ、参加者を
増やすことが期待できます。

　保育所の所管が異なる場合は、所管課に依頼し
て研修の案内を各保育所等へ配布してもらうな
ど、行政の部署同士の連携を図ることも有効です。

　幼稚園関連団体の研修があるときに保育所にも
声をかけ、保育所関連団体の研修があるときには
幼稚園にも声をかけるなど、日常的に幼稚園と保
育所が交流できるようにすることも、合同研修を
スムーズに行うための土台づくりになります。あ
る市では、地域の幼稚園、保育所、小学校等が連
携を図りやすいように各施設の行事等をカレン
ダーにまとめた「連携カレンダー」（右図）を作
成して、各園や小学校に配付しています。

に行った調査※と指導主事へのインタビューから、
幼保合同研修を実施するうえでのポイントを紹介
します。

修を行う自治体が多いようです。初めは保育観等
の違いに目が向いていても、次第に互いへの理解 
が深まり、子どもの育ちという共通の目的に向
かって、知恵を出し合えるようです。

※平成 21 年度文部科学省委託事業「幼児教育の改善・充実調査研究」報告書
　ベネッセ次世代育成研究所「認定こども園における研修の実情と課題」（2009）

▲ある市が作成している「連携カレンダー」

就学時健診
　　…○小学校

研究会
　　…○小学校

就学時健診…○小学校
授業公開…○小学校
道徳実践研究発表会
　　　　　…○小学校

授業公開
　　…○小学校
発表会
　　…○保育所

学習発表会
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校
授業公開
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校
授業公開
　　…○小学校

研究会
　　…○小学校

学習発表会…○小学校
授業公開…○小学校
音楽祭…○小学校
発表会…○保育所、○幼稚園
親子ふれあいの会…○保育所

就学時健診
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校

研究会
　　…○小学校

学習発表会
　　…○小学校
授業公開
　　…○小学校

発表会
　　…○幼稚園

就学時健診
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校
体験入園
　　…○幼稚園

研究会…○小学校
授業公開…○小学校
図書館ボランティア
　公演会…○小学校

学習発表会…○小学校
発表会…○幼稚園
お楽しみ会…○保育所

学習発表会
　　…○小学校
授業公開
　　…○小学校

就学時健診
　　…○小学校
未就園児の会
　　…○幼稚園

学習発表会…○小学校
発表会…○保育所、○幼稚園
親子ふれあいの会
　　　　…○保育所

幼保合同研修は、研修テーマの設定などが大切

「幼保合同研修を行う５つのポイント」

❶幼稚園教員も保育士も、共通して考えられる研修テーマにする

❷研修日時等は、現場のニーズを反映する

❸幼稚園、保育所等の関係諸団体に、
　研修を周知する

❹行政の関係部署との連携を強化する

❺幼稚園と保育所が日ごろから連携をとれるように、コーディネーター役を果たす

ベネッセ次世代育成研究所の調査結果と、指導主事へのインタビューより

　毎年１〜２月頃、その年度の研修を評価した
り、次年度の研修への要望を聞いたりするため
に、「研修連絡協議会」を開いている県があり
ます。構成メンバーは、県の研修担当者（教育
委員会の指導主事等）、公立幼稚園・私立幼稚
園・保育所の県内各団体の会長と研修担当部長、
市町村の幼稚園主管課、保育所主管課の代表
等です。
　幼保の関係者と行政担当者が一堂に会して、
地域の実情に応じた研修のさらなる充実を目指
しています。

幼稚園、保育所関係者等から構成する
「研修連絡協議会」を設置する自治体も

自治体の取り組み紹介
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　保育の質は保育者の質であると考えています。
そのため保育者の専門性を向上させて、保育の質
を高めることを心がけています。保育者の専門性
の向上のためには研修が必要ですが、研修だけだ
と受講者は受け身になってしまいます。
研修で聞いた知識や情報、幼稚園教育
要領の内容などを、園内研修という形
で一度自分たちの園のフィルターに通
さないといけません。研修と保育実践
を両輪として充実させるために、県の
指導主事が各園に訪問指導をし、保育
の質の向上を目指しています。また、
各市町村の所管課と各施設（認可外保
育施設を含む）に、「園内研修をする
ときに手助けが必要なときには、連絡
をしてください」というパンフレット

　公立幼稚園には計画訪問を実施していますが、
私立幼稚園、認定こども園、認可保育所、認可外
保育施設は依頼があれば対応するという要請訪問

（下図）を配っていて、研修内容やメニューに合っ
た指導主事を派遣しています。現場のニーズに可
能な限り対応することを大切にしています。

の形態をとっています。訪問指導を成功させるに
は、指導主事としての力量も求められますので、
さらなる成長を目指しています。

　園内研修の一環として、午前に参観、午後に勉
強会という日程で、年に数回訪問指導をお願いし
ました。来園された指導主事の先生が持っておら
れた幼稚園教育要領の解説書には付せんがたくさ
ん貼られていて、「ここにはこう書いてある」と、
ねらいと内容の捉え方を細かくご指導くださいま
した。説得力のある指導内容や解説書を熱心に読
み込んでおられる先生の意気込みに圧倒されると

ともに、私たちも勉強しなおす転機となりました。
月案・週日案を事前に提出し、保育を見ていただ
くクラス担任達はとても大変でしたが、「見せる
保育」ではなく「保育者の意図が見える保育」の
展開を可能にするために、年間から月・週へと整
合性の図られた計画案の作成が重要であることを
実践的に学ぶ機会となりました。
　また、経験年数の長い保育者が県主催の PDCA
研修に参加したことによって、自分の保育を見直
すだけでよしとするのではなく、園全体の動きに
目を向けるきっかけとなり、園内研修を積極的に
進めていこうとする姿勢が見られるようになりま
した。

▲ある県が作成しているパンフレット

訪問指導で、研修と実践をつなぐ

研修内容を実践に生かすために、訪問指導を行い、園内研修を支援

訪問指導を成功させるには、指導主事としての資質の向上が求められる

指導主事の先生との出会いが転機に

「研修を実践につなぐ工夫」指導主事への
インタビュー

訪問指導を受けた園長へのインタビュー


